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論文審査の要旨

本研究は、臨床現場で分離された IMP-6 産生腸内細菌科細菌 14株を対象に、薬剤耐

性遺伝子の保有状況を調べるとともに、接種菌量に依存してMIC が上昇するイノカラム

サイズ現象について解析を行ったものである。プラスミド伝達性キノロン耐性遺伝子を

保有する分離株については、接合伝達試験を行い得られた株についてもイノカラムサイ

ズ現象について解析がなされている。全14菌株はCTX-M-2 型の基質特異性拡張型トラ

クタマーゼ（extended spectrum beta-lactamase; ESBL ）遺伝子と少なくともひとつあるし1

は複数のプラスミド伝達性キノロン耐性遺伝子を保持していること、さらに分離全株お

よび接合伝達で新に得た全株にてメロペネムにおけるイノカラムサイズ現象が認めら

れたとの成績を得ている。一方、キノロン耐性遺伝子保有株のレボフロキサシンにおけ

るイノカラムサイズ現象は本研究では観察されていない。近年、世界的にESBL 産生菌

やCRE （カルパベネム耐性腸内細菌科細菌）への対策が喫緊の課題となっており、 その

中でも、わが国に多し、 IMP-6 型 CRE の薬剤耐性に関わる特徴の一端を明らかにしたも

のであると評価する。本研究は、個々の症例の感染症治療における適正な抗菌剤の使用

の必要性を示すだけでなく、イノカラムサイズ現象が観察されたことから物理的ドレナ

ージなどの菌量を減少させる処置の必要性が示唆され、臨床的意義も大きいと考えられ

る。なお、分離14株を対象とした検討サイズの妥当性、キノロン耐性遺伝子保有にもか

かわらずレボフロキサシンにおけるイノカラムサイズ現象がみられなかった点に関す

る考察、さらに臨床現場への研究成績の活かし方や今後の展望に関する審査委員から質

問に関しても明確に回答を得た。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに感染病態制御医学の進歩に寄

与するところが大きいと認める。
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